






要約:小児がんの末期患児 3 例に、在宅療養の可能性を追求した。しかし、①原疾患の悪

化、②家庭での対症療法の困難性、③病状の悪化に対する不安、④介護に対する技術的不

安、⑤人手や労力の問題などから長期に亘る在宅療養が実現できなかった。安心して在宅

療養ができるようにするには、医師や看護婦の訪問、地域の病院・保健所・健康センター

などとの緊密な連携をシステム化していくことが必要であると思われた。


